
３ 中学校 

（１） 国語 

① 平均正答率、正答分布など 

 

【第１学年】 

実施生徒数 9,794 人  

設問数   21 問 

平均正答率 57.0 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年】 

実施生徒数 9,321 人  

設問数  26 問 

平均正答率 64.1 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ 

（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人〕) 

正答数分布グラフ 

（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人〕) 
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② 具体的な問題と解答状況 －中学校第１・２学年 国語－ 

  ○相当数の生徒ができている問題 

 

 

 

 

第１学年 ２ （１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「案内状の適切な書き方を理解すること」について、正答率が高い。 

【正答】 ２ （１） 差出人 

【正答率】 84.9％ 

【誤答類型】 

・受取人…8.6％   ・前文…4.8％   
・後付け…1.4％   ・無答…0.3％ 

【案内状】の    部①「海山中学校生徒会」は，何を表していますか。最も適切な

ものを，次の中から一つ選びなさい。 

・受取人   ・差出人    ・前文    ・後付け 
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第１学年 ３ （２） 

 次の【文学的文章】は，石川さんたち３人が読んだ本の一部です。僕はジムの持っている

絵具を何にたとえていますか。それを【文学的文章】の中から５文字で抜き出しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「表現の技法について理解すること」について、課題が見られる。 

【正答】 ３ （２）小さなすみ 

【正答率】 25.7％ 

●課題のみられる問題 

【誤答類型】舶来の上等…26.8％  美しいもの…3.5％  ジムの絵具…3.0％   

上等のもの…2.3％   舶来…1.8％     西洋絵具…1.4％  

軽い木の箱…1.3％     その他…26.8％     無答…7.4％ 

【文学的文章】 

ふと僕は学校の友達の持っている西洋絵具を思い出しました。その友達はやはり

西洋人で，しかも僕より二つぐらい齢が上でしたから，身長は見上げるように大き

い子でした。ジムというその子の持っている絵具は舶来の上等のもので，軽い木の

箱の中に，１２色の絵具が小さなすみのように四角な形にかためられて，二列にな

らんでいました。どの色も美しかったが，とりわけて藍と洋紅とはびっくりするほ

ど美しいものでした。（中略）その絵具をぬると，下手な絵さえがなんだか見ちがえ

るように美しく見えるのです。僕はいつでもそれをうらやましいと思っていました。

あんな絵具さえあれば僕だって海の景色を本当に海に見えるように描いて見せるの

になあと，自分の悪い絵具を恨みながら考えました。そうしたら，その日からジム

の絵具がほしくってほしくってたまらなくなりました。けれども僕はなんだか臆病

(おくびょう)になってパパにもママにも買って下さいと願う気になれないので，毎日

毎日その絵具のことを心の中で思いつづけるばかりで幾日か日がたちました。 

（後略） 
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【誤答の状況とそれに応じた解決の方法】 

 

 

 

 
 
→ジムの絵具がどのようなものかを表す叙述に着目して読むことはできているが、 

その中で、「たとえる」という表現の技法を使っている叙述を捉えることができ 

ていない子どもが多いと考えられる。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴的な誤答 

課題解決に向けて 

さまざまな表現の技法の名称とその用法や効果を理解することに課題があると考
えられる。 

【授業改善の方策】 

○文章を読んで感じたことを基に、表現の技法を探したり、その用法や効果を

整理したりする活動を設ける。 

  

 

 

 

 

 

 

 ・表現の技法の名称とその用法や効果を形式的に学ばせるだけでは、文脈の

中で表現の技法を捉えその効果を理解したり、話や文章の中で表現の技法

を使ったりすることにつながりにくい。 

 ・表現の技法の効果を実感している場面で、その表現の効果と結び付けなが 

ら、表現の技法の名称や用法等を整理していくことが効果的である。 

このような誤答の子どもは… 

【課題解決に役立つやまぐちっ子学習プリント】 

中学校１年 言語事項➀ステップ４、５ 

  

 

【学校・家庭・地域との連携】 

 表現の技法を話や文章の中で使う機会として、家族や地域の人に向けた表現

活動の場が考えられる。実際に工夫して表現の技法を使うことが、その用法や

効果を実感を伴って理解することにつながる。 

 

〇「僕」は、ジムの持っている絵具を「舶来の上等」にたとえていま
した。 

 

結果を踏まえて 

この物語を読んで、中心人物にど
のような印象をもちましたか？ 

そのように感じるのは、どのような
表現からなのか探してみましょう。 

とても前向きで、やりとげる力
のある人物だと思いました。 
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（２）数学 

  ① 平均正答率、正答分布など 

 

【第１学年】 

実施生徒数 9,802 人  

設問数 21 問 

平均正答率 57.0 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年】 

実施生徒数 9,313 人  

設問数 27 問 

平均正答率 54.6 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ 

（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人〕) 

正答数分布グラフ 

（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人〕) 
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②具体的な問題と解答状況 －中学校第１・２学年 数学－ 

 ○相当数の生徒ができている問題 

 

 

 

 

第１学年 ５ （１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「線対称な図形について、対象の軸の本数を求めること」について、正答率が

高い。 

【正答】  ５ （１） ３本 

【正答率】 85.5 ％ 

【誤答類型】１…5.9％ ２…2.8％ ４…1.3％  その他…3.6％  無答…0.9％ 

16



 

  

 

 

 

第２学年 ７ （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「投影図から立体の表面積について理解すること」について、課題が見られ

る。 

【正答】  ７ （２） 88 

【正答率】 12.7 ％ 

●課題のみられる問題 

【誤答類型】48…33.1％  112…12.7％  24…7.3％  32… 7.0％ 

12… 3.1％  その他…17.4％   無答…6.9％ 
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【誤答の状況とそれに応じた解決の方法】 

 

 

 

 
 

→直方体の縦、横、高さにあたる長さは捉えられているものの、表面積と体積を区別化で

きていない、もしくは、表面積と体積の求め方を取り違えて計算している。 

 

 

 
 
→側面積と底面積をもとに立体の表面積を求めることについては理解して

いるものの、直方体の側面が合同な長方形で構成されていると誤解している。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴的な誤答 

課題解決に向けて 

投影図の見方や直方体の形、見取り図については理解ができているものと
思われる。 

表面積と体積それぞれを正確に求められることについて課題があると考え

られる。また、投影図や見取り図をもとに、直方体の面や辺の構成を理解
し、具体的な長さが入った展開図に表していくことについて課題があると
考えられる。 

【授業改善の方策】 

①立体の求積（体積や表面積）の学習場面では、見取り図や展開図など、求積
に必要な図をもとにして、正しく計算できるよう支援することが大切であ
る。特に、表面積については、合同な面の数などに着目し、立式の仕方に対
する指導、支援が求められる。 

 
②投影図を学習する際に、示された立体の名称を明らかにすることに加え、そ
の見取り図や展開図を表現させることで、立体の面や辺の構成にまで着目さ
せることが大切である。 

このような誤答の子どもは… 

【課題解決に役立つやまぐちっ子学習プリント】 

 やまぐちっ子学習プリント １年「空間図形」 ステップ２・３ 

 

【学校・家庭・地域との連携】 

 立体の表面積や体積について、算数科における指導内容について近隣の小学

校教員と協議したり、実際の授業を参観したりするなど、小・中の連携を生か
して学習の系統性について理解を深めていくことが求められる。 

〇投影図から、縦が 2㎝、横が 4㎝、高さが 6㎝の直方体といえます。
縦×横×高さから 

  ２×４×６＝４８となり、表面積は４８㎝２となります。 

 

〇投影図から、側面は合同な長方形が 4枚あるので、側面積は４×６×

４＝９６㎝２。また、底面は長方形だから、底面積は２×４＝８㎝２に
なります。だから、求める表面積は、９６＋８×２＝112㎝２です。 

結果を踏まえて 
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（３）英語 

① 平均正答率、正答分布など 

 

【第２学年】 

実施生徒数 9,331 人  

設問数 26 問 

平均正答率 48.6 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ 

（横軸:正答数〔問〕、縦軸:人数〔人〕) 
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②具体的な問題と解答状況 －中学校第２学年 英語－ 

 ○相当数の生徒ができている問題 

 

 

 

 

 

 

第２学年 ４ （４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うこと」について、

正答率が高い。 

【正答】 ４ （４）  ３ 

【正答率】 81.4 ％ 

【誤答類型】１… 5.1％  ２…10.1％  

４… 3.1％  無答…0.3％ 
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第２学年 ５ （２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

                                         ※設問別正答率では、県全体正答率が 6.7％になっ 

ており、左枠内で示した正答率と異なります。 

                     ※理由：左枠内で示した正答以外でも、正答の条件 

に沿っているものを〇として処理しているため。 

 

 

 

 

 

 

● 「文脈に合うように，内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英文を書く

こと」について、課題が見られる。 

【正答】 ５ （２） 

 

Where were you 

 

【正答率】 4.2 ％ 

●課題のみられる問題 

【誤答類型】２…Where are you 2.3％  

４…being 1.1％ 

      ６…Where do you be 0.7％ 

      ８…It will be 0.6％ 

無答…30.6％ 

 

３…be 2.3％          

５…to be 0.8％       

７…Where did you be 0.6％  

９…その他 56.7％ 

ここに
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【誤答の状況とそれに応じた解決の方法】 

 

 

 

 → 会話の流れから場所を尋ねる必要があることは理解しているが、時制に誤りがある。

または be動詞の疑問文に関する文法事項を理解していない。【正確さ】 

 

 

→ 会話の流れから場所を尋ねる必要があることを理解していない。【読解力】 

 

 

→ 問題や会話の内容を理解していない。または会話の内容は理解しているが、 

伝えたいことが英語で表現できない。【表現力】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴的な誤答 

結果を踏まえて 

課題解決に向けて 

①会話の内容を把握し、疑問詞 where を用いて２人称単数の疑問文を書い

ているが、時制を正しく判断して文を書くことや基本的な文法事項等を理

解して文を書くことに課題があると考えられる。 

②会話の内容が把握できておらず、文脈に合うように内容を考えることに

課題があると考えられる。 

 

【授業改善の方策】 

 目的・場面・状況に応じた言語活動を行う中で、その場に適切な内容を考え

る機会を設定したい。また粘り強く書こうとする姿勢を身に付けさせるため、

書く時間を設け、継続的に取り組ませたい。それと同時に、正確さを意識しな

がら基本的な語や文法事項等を身に付けさせる必要がある。 

 

このような誤答の子どもは… 

【課題解決に役立つやまぐちっ子学習プリント】 

中１英語_05_疑問詞で始まる疑問文 中２英語_12_be動詞の過去形／過去進行形 

やまぐちっ子 DASH！中２英語「書くこと」③ 

【学校・家庭・地域の連携】 

 家庭や地域の協力による学び直しを通して、基本的な語や文法事項等の理解

を深めたい。また、ＡＬＴや地域に住んでいる外国人等に英作文を添削しても

らったり、コメントをもらったりして、英語を書く力を高めたい。 

① Where are you,  Where do you be,  Where did you be 

③ 無答 

③問題や会話の内容が理解できておらず、求められていることがわからな

いと考えられる。または求められていることはわかるが、それを英語で表

現することに課題があると考えられる。 

② be, being, to be, It will be  
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